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株式会社 トウチュウ

安定した栽培を継続的することが今後の課題である。そのためには栽培、施設内環境のデータ蓄
積を行い、栽培マニュアルの作成を目標としている。

法人名 株式会社 トウチュウ
代表者 代表取締役 森田 勉司
所在地 〒470-3235

愛知県知多郡美浜町大字野間字中新田５番地
創 業 昭和８年３月、設立 昭和２６年３月
資本金 ８億９，０６０万円
業 種 珪砂の輸入 採掘 加工 販売、鋳造品の製造 販売、
電 話 0569-87-1111   FAX  0569-87-1126
ＨＰアドレス http://www/tochu.com/

参入形態 直接参入

事業の種類 施設園芸（メロン、レタス）

経営規模 28a （施設6棟）
従業員等 常時従事２～3名 パート2～3名
年商 9,000千円
投資額 15,000千円
主な販路 JA共同販売、直売所

工場跡地の有効利用と余剰労働力の活用が農業参入の主な目的であった。
工場跡地はコンクリートで舗装されていたので、土を使わない「トロ箱栽培方式」を採用した。作目は

地域特産品目であるアムスメロンを選択し、地元生産組織に加入することで、生産・販売について協力
を得ることができた。

H21より8aの試験栽培施設を建設し、トロ箱栽培によるアムスメロン栽培に取り組んだ。当初は生産
が安定しなかったが、栽培データの収集や日射比例制御の導入などの努力が実り、H22には出荷率
が地域平均を大幅に超えた。このため、H23からは28aに増設し、本格的に参入を開始した。

工場跡地利用した新栽培技術によ

る「ゆのつメロン」づくりを通して、地

域の活性化に貢献することを目指し

ます。


